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第 1章 緒 言
































第2節 実 l験 方 法
実験群の構成 :第1第,第2篇と同様,図1に示し
た8種の併用方式を行なったが,各群の第1管の薬剤






















図 1 実 験 群 の 構 成
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MIC は,菌液濃度 1mg/mlの場合 62.5γ/m18)
とされているので,確実に耐性上昇 といい得 る
かどうか疑わ しい ｡ この場合も交互併用,同時
併用の問に著明な差がないというべ きで あ ろ
う ｡
TH についても, 1γ耐性が交互併用に多く







































耐性上昇と, 第 1篇1),第 2篇2)で述べた発育
阻止効果及び殺菌効果との関係をみるために,
図 6- 9に,これらの関係を簡略化 して 示 し
た｡尚,SM,PAS,SI,CSについては,見 るべ
き耐性上昇を認めなかったので省略した｡








1 8 × × × ×
2 4 × × × ×
3 2 × × × ×
4 1 × × × ×
5 0.5 × × × ×
6 0.25 × ×
7 0.125 QQ × ×
8 0.0625 × ×
9 0.0313 ○9
10 0.0156±◆◆
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1 忘ti作用 ＼二 撃震度
PZA濃度､＼＼
3≡ 2 × × × × ㌔7.5 × × × ×
45 10.5 1× × × ×表 3.75 × × × ×- I i875
67 0.25 ×× × × 0.938 】× × × ×
8 0.0625 ■●●●× × 0234 ×
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図 9 SM･PAS-+tINH･TH 交互併用と,SM･PAS･INH･TH 4者同時併用とに於ける
発育阻止効果及び殺菌効果と INH 耐性獲得及び TH 耐性獲得との関係
(薬剤濃度はいずれ も γ/ml)
互!同時 ⊆ :耐性獲得1≡I:発育阻止作用なし併用 漸 :不完全発育阻止,殺菌作用なし
｢~1~弓~
1 8 × × × × 8 × × × × × ×
2 4 × × × × 4 × × × × × ×
3 2 × × × × 2 × × × × × ×
4 1 × × 1 × × ×
5 0.5 ㍉l÷ × × 0.5 丁百∵ × × ×
6 0.25 × × 0.25 × × ×
7 0.125 QQ × × 0.125 ↓ .育 育 × × ×
8 0.0625 × × 0.0625 × × ×
9 0.0313 萱○ 0.0313 ○○○●
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18 0.00006 ▲.-.l･ 0.00006 亡
19 0.00003
20 0 ≡ l 0 E≡ 声






































剤 もある｡ これ らを,その併用効果 と副作用と
を勘案 して,交互併用 という方式で用いること
は有力な方法で,今後検討の余地があると考え
られ る｡
(潤筆に臨み御指導を賜った津久間博士に深甚の謝
意を表します)
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